
楊
　
泉

の

思
　
想

一
合
理
主
義
的
自
然
観
の
一
道
標
1

内

山

俊

彦

～
【
要
約
“
　
三
国
・
晋
の
人
楊
泉
は
、
合
理
主
義
的
・
唯
物
論
的
自
然
観
を
展
開
し
た
思
想
家
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
自
然
的
世
界
の
始
源
は
「
水
」
で
あ
り
、

乱
曲
」
に
由
来
す
る
「
気
」
が
万
物
を
形
成
す
る
、
と
い
う
観
念
の
も
と
に
、
自
然
的
世
界
の
客
観
的
解
釈
を
提
出
し
た
。
彼
に
お
い
て
は
、
自
然
的
世

界
は
す
べ
て
「
気
」
の
表
現
形
態
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
彼
は
ま
た
、
こ
の
自
然
観
を
人
位
に
も
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
肉
体
か
ら
離
れ
た
精
神
の

存
在
を
否
定
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
技
術
に
つ
い
て
深
い
関
心
を
示
し
た
が
、
彼
の
技
術
観
も
、
そ
の
自
然
観
か
ら
導
か
れ
て
い
る
。

　
楊
弓
の
患
想
に
は
、
眼
界
・
弱
点
と
い
う
べ
き
面
も
存
在
す
る
。
彼
が
渾
天
説
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
従
え
ば
斗
極
が
天
頂
に
一
致
し
な
く
な
る
、
と
非

難
し
、
ま
た
、
人
の
善
・
悪
の
行
為
に
対
し
て
編
・
禍
が
結
果
す
る
と
い
う
癒
報
論
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
に
お
け
る
非
合
理
的
思
想
の
存
在
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
彼
の
思
想
の
舎
理
主
義
的
性
格
の
未
成
熟
に
も
と
つ
く
。

　
楊
泉
の
思
想
は
、
中
圏
思
想
史
に
お
け
る
自
然
観
の
発
展
の
な
か
で
先
駆
的
な
座
標
を
占
め
、
か
つ
、
漢
・
六
朝
の
唾
物
論
的
思
想
の
一
環
を
な
し
て

い
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
〇
巻
一
号
　
【
九
六
七
年
一
丹

楊泉の思想　（内段ゆ

　
三
国
・
酉
晋
間
の
人
楊
泉
は
、
か
な
ら
ず
し
も
著
名
な
思
想
家
で

は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
彼
の
思
想
に
は
、
本
稿
で
以
下
に
説
い
て

ゆ
く
ご
と
き
鮮
萌
な
独
自
性
が
確
か
に
存
在
し
、
そ
し
て
そ
の
独
自

性
は
、
彼
の
思
想
史
的
重
要
性
を
充
分
に
保
証
す
る
。
と
り
わ
け
、

や
は
り
本
稿
で
の
ち
に
説
明
す
る
ご
と
き
、
中
国
思
想
史
に
お
け
る

自
然
観
の
発
展
と
い
う
問
題
史
的
観
点
か
ら
見
る
ば
あ
い
、
彼
の
思

想
の
持
つ
意
義
は
特
に
大
き
い
。
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
の
多
く
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
思
想
家
に
つ
い
て
、
私
見
を
提
出
す
る
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。

　
「
北
鮮
書
紗
」
巻
六
十
三
に
引
か
れ
た
「
晋
録
」
・
「
意
思
」
巻
五
・

「
階
書
」
経
籍
志
に
よ
れ
ば
、
揚
泉
は
字
は
徳
淵
、
呉
の
人
で
、
呉
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の
滅
亡
後
、
普
に
徴
さ
れ
て
郎
中
と
な
っ
た
が
っ
か
ず
、
処
士
と
し

て
お
わ
っ
た
と
い
わ
れ
、
著
わ
す
と
こ
ろ
、
　
「
物
理
論
」
十
六
巻
．

「
太
元
経
」
十
四
巻
・
集
二
巻
が
あ
る
。
著
作
の
多
く
は
逸
し
、
現

在
は
、
　
「
物
理
論
」
　
「
太
元
経
」
の
断
片
、
お
よ
び
数
回
の
賦
と
短

文
を
、
　
「
北
堂
書
妙
」
　
「
芸
文
類
聚
」
　
「
初
学
記
」
　
「
意
林
」
　
「
太

平
御
覧
」
そ
の
他
に
よ
っ
て
見
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ら

彼
の
著
作
、
と
り
わ
け
「
物
理
論
」
の
内
容
は
、
懇
想
的
に
注
屠
す

る
に
足
り
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
も
と
づ
い

て
彼
の
思
想
の
な
か
か
ら
い
く
つ
か
の
間
題
を
発
見
し
、
そ
の
検
討

を
通
じ
て
、
彼
の
歴
史
的
位
遣
づ
け
を
導
き
出
す
こ
と
を
意
図
し
て

い
る
。

　
厳
可
均
は
、
　
「
全
三
文
し
巻
四
十
七
「
傅
子
」
の
序
で
、
　
門
意
林
」
に

引
か
れ
た
楊
泉
の
「
物
理
論
偏
に
言
及
し
な
が
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ

て
い
る
。
　
門
…
…
以
各
書
互
証
之
、
知
意
林
所
載
傅
子
、
乃
楊
弓
物
理
論

也
、
…
…
所
載
物
理
論
、
僅
三
四
条
是
物
理
論
、
其
第
五
条
至
第
九
十
七

条
、
乃
傅
子
也
、
其
第
九
十
八
条
至
末
、
乃
（
徐
幹
）
三
論
也
扁
（
カ
ッ

コ
内
三
春
）
。
本
稿
に
お
け
る
「
物
理
論
扁
の
引
用
は
「
平
津
館
叢
書
」
お

よ
び
「
漢
学
堂
叢
書
」
の
輯
侠
本
に
よ
る
が
、
厳
氏
が
揚
泉
の
作
に
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ず
と
す
る
も
の
は
そ
れ
か
ら
徐
く
こ
と
と
す
る
。
ま
た
「
太
元
経
」
は

「
意
林
し
巻
五
に
、
そ
の
他
の
楊
泉
の
著
作
の
引
用
は
「
全
三
国
文
」
巻

七
十
五
に
よ
る
。
た
だ
し
一
部
分
、
　
「
平
津
館
叢
書
」
．
「
漢
学
堂
叢
書
」

お
よ
び
「
全
三
国
文
」
の
テ
キ
ス
ト
の
字
旬
を
、
そ
れ
ら
が
依
拠
し
た
原

典
に
よ
っ
て
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
な
お
、
以
下
、
楊
泉
の
著
作
の
引

当
の
う
ち
、
書
名
を
記
さ
な
い
も
の
は
す
べ
て
「
物
理
論
扁
の
文
で
あ
る
。

1

楊
弓
の
思
想
を
構
成
す
る
諸
側
面
の
な
か
で
も
っ
と
も
顕
著
な
も

の
は
、
自
然
的
世
界
に
関
す
る
彼
の
見
地
で
あ
る
。

　
所
以
立
天
地
者
、
水
雲
。
成
天
地
者
、
気
也
。
埴
土
志
気
、
升
請
細
粗
。

　
（
「
太
平
御
覧
」
2
）

　
所
以
立
天
地
者
、
水
也
。
夫
水
、
地
之
本
也
、
吐
元
気
、
発
日
月
、
経
星

　
辰
、
皆
由
水
而
興
。
（
「
太
工
御
覧
」
5
9
）

　
か
よ
う
に
彼
は
、
　
「
天
地
」
艮
自
然
約
世
界
の
始
源
は
「
水
」
で

あ
る
と
し
、
そ
し
て
、
「
水
扁
に
由
来
す
る
（
し
た
が
っ
て
物
質
的
な
）

「
気
〕
が
、
　
「
天
地
」
を
形
成
す
る
単
～
の
具
象
的
要
素
（
「
元
気
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
い
う
語
は
、
そ
の
元
素
性
・
単
一
性
を
あ
ら
わ
す
）
で
あ
る
と
し
た
。

か
つ
、
　
「
気
胞
化
蒲
播
流
、
物
受
気
而
含
生
」
　
（
「
蚕
賦
」
、
「
芸
文
類
聚
」

6
5
）
の
よ
う
に
、
こ
の
「
気
」
を
、
流
動
す
る
も
の
と
し
て
考
え
た
。

彼
の
自
然
観
の
根
底
を
な
す
か
よ
う
な
観
念
は
、
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揚掻の思想（内出）

　
九
州
之
外
、
皆
水
心
。
余
昔
在
会
稽
、
藪
蛇
爾
山
、
見
雲
如
爆
練
、
方
数

　
十
丈
、
其
声
破
礒
、
須
奥
山
下
居
民
驚
駿
、
洪
水
大
至
。
（
「
太
平
御
覧
」
5
9
）

　
夫
土
地
皆
有
形
名
、
尋
人
莫
察
焉
。
有
亀
町
体
、
有
鱗
鳳
貌
、
有
弓
勢
勢
、

　
有
斗
升
象
、
膚
張
紆
形
、
有
塞
閉
容
、
有
隠
真
之
安
、
有
累
卵
之
危
、
有

　
膏
英
之
利
、
有
爵
埆
之
害
、
此
雪
形
者
、
気
勢
之
始
終
、
陰
陽
之
所
動
也
。

　
　
（
「
初
学
記
」
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
い
っ
た
具
体
的
知
見
（
前
条
は
天
地
が
水
に
懸
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
後

条
は
気
の
流
動
が
地
形
．
地
質
の
差
異
を
形
づ
く
る
こ
と
、
を
い
う
）
に
結
…

合
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
観
念
の
上
に
彼
が
構
築
し
た
慮
手
酌

世
界
の
像
は
、

　
元
気
皓
大
、
踊
称
鱗
天
、
皓
天
元
気
也
、
晧
然
而
己
、
無
他
物
焉
。
　
（
「
太

　
平
御
覧
」
1
）

　
選
者
、
太
陽
之
精
也
。
妻
琴
三
盛
塩
竃
、
故
昼
長
夜
短
、
冬
則
陰
盛
陽
衰
、

　
故
昼
短
夜
長
、
罫
引
之
也
、
行
陽
之
道
長
、
故
繊
入
卯
酉
之
北
、
行
陰
之

　
道
短
、
故
出
入
卯
酉
之
南
、
春
秋
陰
陽
等
、
故
臼
行
中
平
、
昼
夜
一
二
。

　
（
「
太
平
御
覧
」
4
）

　
月
、
水
之
精
。
潮
有
大
小
、
月
有
麟
盈
。
（
「
北
寸
書
妙
」
5
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
星
者
、
元
気
之
英
也
。
漢
、
水
之
精
也
。
三
塁
而
昇
、
精
華
上
浮
、
宛
転

　
随
意
、
名
之
聞
天
河
、
一
日
雲
漢
、
衆
星
出
船
。
（
「
毛
詩
」
小
雅
大
爽
正
義
・

　
「
北
堂
書
紗
」
5
0
・
「
太
平
御
覧
」
8
）

　
　
　
　
　
　
1

　
日
月
之
精
、
為
星
辰
、
星
辰
生
於
地
。
（
「
太
平
御
覧
」
7
）

と
、
　
、
、

　
し
　
し

　
風
者
、
陰
陽
乱
気
、
激
発
業
曝
春
也
。
華
人
之
内
気
、
因
怒
喜
哀
楽
激
越

　
而
三
聖
。
（
「
太
平
御
覧
」
9
）

　
積
風
成
雷
。
（
「
北
裏
書
妙
」
5
2
・
「
芸
文
類
聚
」
2
・
「
初
学
記
」
1
・
「
太
平
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
覧
」
1
3
）

　
熱
気
散
二
食
電
。
（
「
北
緯
書
紗
」
繊
）

　
激
気
旧
風
、
湧
気
成
雨
、
濁
玉
成
雪
、
清
露
成
霜
。
（
「
太
元
経
」
）

と
、
　
、
、

　
し
　
し

　
地
者
、
底
也
。
底
之
言
、
著
也
。
陰
体
下
著
也
。
（
「
爾
雅
」
釈
地
釈
文
・
「
太

　
平
御
覧
し
3
6
＞

　
地
、
形
有
高
下
、
気
有
剛
柔
、
物
有
巨
細
、
味
有
甘
苦
。
鎮
之
以
五
儘
、
積

　
之
以
丘
陵
、
播
之
以
四
濱
、
瓦
之
以
百
川
、
紅
熱
自
然
之
体
也
。
地
裏
年

　
泉
、
周
伏
回
転
、
以
生
万
物
。
地
者
天
和
根
本
也
。
（
「
北
賞
書
紗
」
5
7
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
「
太
平
御
覧
」
3
6
）

　
游
濁
為
土
、
土
気
合
和
、
而
庶
類
自
生
。
（
「
太
平
御
覧
」
3
7
）

　
土
精
為
石
。
石
、
気
之
核
也
。
気
節
生
石
、
、
猶
人
筋
絡
之
生
爪
牙
也
。

　
　
（
「
芸
文
類
聚
」
6
・
「
初
学
記
」
5
）

と
い
う
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
万
物
の

始
源
と
し
て
「
水
」
が
あ
り
、
　
「
水
」
か
ら
「
気
」
が
発
生
し
、
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「
気
」
は
流
動
し
て
天
と
地
と
に
分
れ
、
さ
ら
に
、
気
」
の
運
動
の

結
果
と
し
て
、
天
に
は
日
・
月
・
星
が
か
か
り
、
風
・
雨
・
雷
・
電

等
が
お
こ
り
、
地
に
は
庶
類
が
生
ず
る
、
　
（
そ
し
て
、
「
九
州
之
外
、

皆
無
也
」
と
い
う
よ
う
に
「
水
」
は
地
の
周
囲
を
か
こ
ん
で
い
る
、
）
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
万
物
の
存
在
・
運
動
は
す
べ

て
「
気
」
の
表
現
形
態
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
か
よ
う
な
忘
憂
の
自
然
観
は
、
准
南
子
天
文
篇
に
　
（
時
に
逐
語
的

に
）
先
聖
を
持
つ
で
も
お
り
、
「
笹
子
」
水
地
篇
や
「
春
秋
薄
命
萢
」

（「

煬
o
注
」
－
・
「
文
選
」
1
2
郭
撲
「
江
賦
」
李
並
並
・
「
初
学
記
」
6
所
管
）
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
「
水
」
を
万
物
の
本
源
と
す
る
観
念
、
さ
ら
に
は
心
術
の
九
州
説

あ
た
り
に
つ
な
が
る
の
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
、
渾
天
説
・
宣
夜
説

の
よ
う
な
漢
以
来
の
天
文
学
説
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

（
呉
人
に
は
、
陸
績
・
王
蕃
・
娩
信
・
虞
舞
な
ど
天
文
を
論
じ
た
人
が
多
い

が
、
楊
泉
も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
）
渾
天
説
の
代
表
者
と
し
て
の
後
漢

の
張
衡
は
、
　
「
渾
天
儀
」
に
、

　
渾
天
如
難
子
、
天
体
円
通
弾
丸
、
地
如
難
中
黄
、
孤
居
睡
内
。
天
大
控
地

　
小
、
天
表
裏
有
水
。
天
津
包
張
、
猶
殼
之
褻
黄
。
天
地
各
乗
気
而
立
、
載

　
水
而
浮
。
（
「
全
後
漢
文
」
5
5
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　
⑦

と
論
じ
て
い
る
が
、
楊
泉
の
「
九
州
之
外
、
皆
水
也
」
と
い
う
高
説

に
は
、
張
衡
と
の
関
連
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
張
衡
が
、
天
を

固
形
的
な
も
の
と
考
え
、
　
「
天
職
、
如
車
回
掛
構
也
、
周
旋
無
下
、

其
形
渾
渾
」
（
同
）
の
よ
う
に
、
そ
れ
が
南
北
極
を
軸
と
し
て
地
の
上

下
を
回
転
す
る
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
楊
泉
は
、
　
「
夫
地
有
形
、

而
天
無
体
、
磐
如
火
熱
、
脚
半
上
、
灰
在
下
上
」
　
（
「
天
」
は
渾
天
説

の
い
う
ご
と
き
置
形
性
を
持
た
な
い
）
、
「
就
寒
天
之
説
、
則
斗
極
不
正
」

（
渾
天
説
で
は
、
天
の
回
転
軸
が
地
平
と
三
十
六
度
の
角
を
も
っ
て
傾
斜
し
て

い
る
と
す
る
か
ら
、
天
の
北
極
が
天
頂
に
一
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ

れ
は
誤
ま
っ
て
い
る
）
、
　
の
二
点
を
理
由
と
し
て
こ
れ
を
し
り
ぞ
け
て

い
る
（
「
太
平
御
覧
」
2
）
。
彼
は
ま
た
、
渾
天
説
と
対
立
し
た
蓋
天
説
を

も
、
　
「
若
用
蓋
天
、
日
月
出
入
不
定
」
と
、
そ
れ
が
B
月
の
出
入
を

説
明
し
え
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
非
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
（
同
）
、

天
体
の
運
行
に
関
す
る
彼
の
見
解
は
隠
滅
説
に
近
い
。
宜
夜
説
は
、

後
漢
の
邪
萌
の
説
い
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
、

　
天
了
無
質
。
…
…
日
月
衆
星
、
自
然
浮
生
虚
空
病
中
、
其
行
其
止
、
皆
須

　
気
焉
。
是
以
七
曜
豊
町
或
住
、
或
順
或
逆
、
伏
見
無
常
、
進
退
不
同
、
由

　
乎
無
球
根
繋
、
故
各
異
也
。
　
（
「
晋
書
扁
天
文
志
上
）

と
い
う
も
の
で
あ
り
、

天
論
」
を
作
り
、

東
晋
の
虞
喜
も
寛
夜
説
に
も
と
づ
い
て
「
安
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天
確
乎
在
上
、
有
壁
安
之
形
、
地
塊
焉
階
下
、
有
望
静
之
体
、
晶
相
覆
賢
。

　
…
…
其
光
曜
布
列
、
各
自
運
行
、
猶
江
海
之
有
潮
汐
、
万
晶
之
有
行
蔵
也
。

　
（
隅
）

と
論
じ
て
、
葛
洪
に
「
萄
辰
宿
不
通
南
天
、
天
為
無
用
」
（
同
）
と
非

難
さ
れ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
揚
泉
は
、
渾
天
説
の
、
太
陽
が
天
球
面

上
を
運
行
す
る
と
い
う
主
張
（
「
灘
天
儀
」
に
み
え
る
）
を
非
と
し
、
日

月
星
辰
の
よ
う
な
天
体
は
い
ず
れ
も
「
気
」
に
よ
っ
て
生
じ
、
　
「
気

引
回
也
」
　
「
行
当
（
陰
）
之
道
長
（
短
）
」
　
「
気
運
遺
例
、
・
…
：
宛
転

随
流
」
の
ご
と
く
「
気
」
の
運
動
に
よ
っ
て
運
行
す
る
、
と
論
じ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
郵
萌
や
二
瀬
ど
一
致
す
る
面
を
持
っ
て

　
⑧
い
る
。

　
以
上
に
考
え
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
二
黒
に
お
け
る
自
然
的

世
界
の
像
は
、
　
「
水
」
一
↓
「
気
」
↓
万
物
、
と
い
う
基
本
的
観

念
の
上
に
構
成
さ
れ
、
そ
し
て
す
べ
て
の
自
然
現
象
を
包
括
す
る
と

こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
慮
然
的
世
界
像
を
構
成
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
彼
は
、
ひ
と
つ
の
基
本
的
論
理
（
い
わ
ば
一
気
」
の
論
理
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム

に
貫
徹
さ
れ
た
、
自
然
的
世
界
の
客
観
的
解
釈
の
体
系
を
提
幽
し
た

わ
け
で
あ
り
、
こ
の
解
釈
体
系
は
、
合
理
主
義
的
と
も
、
（
上
述
の
諸

点
に
明
ら
か
な
よ
う
に
）
唯
物
論
的
と
も
、
規
定
す
る
こ
と
の
出
来
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
思
想
の
科
学
性
あ
る
い
は
進
歩

性
を
意
味
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
（
彼
が
、
天
体
を
「
気
」
の
表
現

形
態
と
し
て
見
る
宣
夜
説
的
観
点
を
と
る
の
は
、
こ
の
解
釈
体
系
の
基
本
と

し
て
の
「
気
」
の
論
理
を
徹
薮
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
ま
た
触
れ
る
。
）

　
「
気
」
の
観
念
に
よ
っ
て
自
然
を
解
釈
す
る
こ
と
は
、
楊
泉
よ
り

以
前
、
た
と
え
ば
後
漢
の
王
充
な
ど
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て
い
る
。

王
充
は
、
天
地
間
の
万
物
は
「
気
」
か
ら
成
る
と
考
え
、
し
た
が
っ

て
、
　
「
天
地
、
含
気
之
了
然
也
」
（
「
論
衡
」
談
天
、
劉
醗
遂
集
鯉
添
）
、

「
天
地
合
気
、
万
物
自
生
」
（
同
、
自
然
）
、
「
天
動
不
欲
以
生
物
、
而

物
麹
生
、
此
劉
嵐
然
也
、
施
気
不
欲
為
物
、
二
物
自
為
、
野
比
無
為

也
。
謂
天
自
然
無
為
者
何
、
気
也
」
（
同
、
自
然
）
「
下
之
行
動
、
熱

気
自
然
也
、
施
気
測
物
自
生
、
非
故
狂
気
以
生
物
也
」
（
同
、
説
銀
）

の
よ
う
に
、
　
「
万
物
」
は
作
為
の
結
果
と
し
て
で
な
く
お
の
ず
か
ら

存
在
す
る
も
の
i
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
自
然
レ
な
る
も
の
、
と
考
え

た
。
楊
泉
は
、
万
物
を
「
気
鳳
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
と
し
、

さ
ら
こ
、

　
　
　
⑨

　
此
八
風
者
、
方
土
異
気
、
徐
疾
不
同
、
和
平
膜
壁
、
違
逆
上
凶
、
非
有
使
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之
者
也
、
気
籏
自
然
、
怒
則
飛
沙
揚
礫
、
発
屋
二
巴
、
喜
泣
不
義
枝
弄
草
、

　
順
物
布
気
、
天
地
之
性
、
自
然
之
体
也
。
　
（
「
太
平
御
覧
扁
9
）

　
地
、
形
有
高
下
、
気
有
剛
柔
、
…
…
蓋
気
自
然
之
聴
診
。
　
（
前
之
）

と
、
「
気
」
の
表
現
形
態
と
し
て
の
万
物
の
存
在
・
運
動
を
「
自
然
」

と
呼
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
し
く
王
畿
を
継
承
す
る
位
置
に
あ
る
。

し
か
し
王
充
に
あ
っ
て
は
な
お
、
前
議
の
文
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
気
」
は
「
天
」
か
ら
流
出
す
る
（
「
天
」
1
↓
「
気
」
）
と
さ
れ
て
い

て
、
そ
こ
か
ら
、

　
凡
天
地
之
間
、
気
楽
統
於
天
、
天
文
垂
象
於
上
、
其
気
球
而
生
物
。
…
…

　
本
有
象
於
天
、
踊
躍
降
下
、
有
形
薄
地
　
。
（
「
論
衡
」
訂
鬼
）

と
い
う
、
　
「
気
」
を
天
文
と
結
合
す
る
見
解
、
ま
た
、

　
天
有
百
官
膚
衆
星
、
天
施
気
而
衆
星
布
精
、
天
所
施
気
、
衆
星
之
気
在
其

　
中
爽
。
人
稟
気
而
生
、
含
気
而
長
、
得
貴
則
貴
、
得
賎
國
朧
、
貴
或
秩
有

　
高
下
、
冨
或
資
有
多
少
、
皆
墨
位
尊
卑
小
乱
之
所
動
也
。
　
（
同
、
命
義
）

と
、
人
間
の
貴
賎
貧
密
の
原
因
を
、
　
「
天
」
か
ら
流
出
す
る
「
気
」

に
含
ま
れ
た
「
衆
星
」
の
「
精
」
に
求
め
る
、
非
合
理
的
思
考
が
導

　
　
　
　
　
⑩

出
さ
れ
て
い
た
。
楊
泉
に
お
い
て
は
、
．
「
天
」
そ
の
も
の
が
、
「
気
」

か
ら
形
成
さ
れ
る
「
結
然
」
た
る
も
の
（
「
気
」
－
↓
「
芙
扁
）
と
考
え

ら
れ
、
天
体
（
田
月
星
辰
）
も
「
気
」
の
結
果
と
し
て
の
み
と
ら
え

ら
れ
た
か
ら
、
王
充
の
ご
と
き
、
人
間
と
天
象
と
を
結
合
す
る
思
考

に
お
ち
こ
む
途
か
ら
は
ま
ぬ
が
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
王
充
の
唯
物
論
的
な
「
気
」
の
思
想
が
、
層
泉
に
お
い

て
さ
ら
に
徹
底
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
填
充
は
、
門
天
」
は
単
に
分
散
し
た
「
気
』
で
は
な
く
固
定
し
た
「
体
」

　
を
も
な
す
と
考
え
（
「
論
衡
」
談
天
・
自
然
）
、
そ
の
物
理
的
構
造
に
つ
い

　
て
は
蓋
天
説
的
見
解
に
立
っ
て
い
た
（
同
、
爆
撃
）
の
で
、
固
形
的
な
天

　
か
ら
「
気
」
が
流
出
し
、
そ
れ
が
地
上
に
降
っ
て
万
物
を
形
づ
く
る
、
と

　
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
天
」
↓
「
気
」
と
い
う
前
述
の
彼
の
観
念
は
、

　
そ
こ
に
理
由
を
持
つ
。
こ
れ
に
反
し
楊
泉
は
宣
夜
説
的
見
解
に
立
つ
の
で
、

　
「
気
」
一
↓
「
天
」
と
し
て
、
　
「
気
」
の
論
理
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
出

　
来
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
X

　
さ
て
自
然
的
世
界
を
上
述
の
よ
う
に
解
釈
し
た
霊
泉
の
思
想
は
、
・

自
然
の
一
部
分
と
し
て
の
人
間
の
生
活
に
つ
い
て
も
、
上
述
し
た
と

同
じ
「
気
」
を
基
本
と
す
る
論
理
の
も
と
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。
彼

の
解
釈
し
た
自
然
的
世
界
は
、
か
く
て
人
闘
を
も
そ
の
な
か
に
含
む

こ
と
と
な
る
。

　
人
望
早
喰
生
、
精
尽
而
死
。
死
猶
知
覧
、
滅
也
。
醤
如
火
焉
、
薪
尽
而
火
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の

滅
、
則
無
光
夷
。
故
滅
火
之
鹸
、
無
遣
炎
桑
、
人
死
之
後
、
無
遣
魂
夷
。

（「

炎
w
記
」
1
4
・
「
太
平
御
覧
」
鵬
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

精
神
と
肉
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
こ
の
主
張
は
、
後
漢
の
桓
輝

　
精
神
居
形
体
、
猶
火
之
然
燭
契
。
（
薪
論
」
形
神
、
「
弘
明
集
」
5
所
収
）

　
人
既
稟
形
体
而
立
、
…
…
其
主
骨
血
気
早
強
、
則
形
神
枝
而
久
生
、
悪
期

　
絶
海
、
猶
瓦
之
随
脂
燭
多
少
長
短
為
遅
速
爽
。
　
（
同
）

と
い
う
論
や
、
王
充
の

　
人
当
所
以
生
者
、
精
気
也
。
…
…
入
死
血
脈
端
、
端
彌
精
気
滅
、
三
訂
形

　
体
朽
、
朽
而
成
灰
土
、
何
用
為
鬼
。
（
「
論
衡
」
論
死
）

　
人
討
死
、
猶
火
之
減
也
。
火
滅
而
耀
不
照
、
人
死
而
知
不
転
。
　
（
同
）

と
い
う
論
を
継
承
し
て
、
　
「
形
し
か
ら
分
離
し
た
「
蓋
し
の
存
在
を
鴫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

否
定
す
る
思
想
の
系
譜
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
人
閾
を
「
庶
類
」
一

般
と
ひ
と
し
く
「
気
」
　
の
所
産
と
す
る
前
提
の
上
で
、
人
聞
の
生

命
・
生
活
を
自
然
的
（
物
理
的
）
現
象
と
し
て
把
握
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
人
間
へ
の
見
か
た
も
、
合
理
主
義
的
・
唯
物
論
的
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
揚
泉
は
か
よ
う
な
把
握
に
も
と
づ
い
て
、

　
戴
気
勝
元
気
、
其
人
肥
而
不
寿
、
元
気
勝
熱
気
、
其
人
痩
而
寿
。
養
性
之

　
術
、
常
二
重
気
無
、
難
病
不
生
夷
。
　
（
「
初
学
記
」
2
7
・
「
太
平
御
覧
」
網
・

　
㎜
曲
）

と
、
養
性
論
の
な
か
に
「
気
」
を
位
置
づ
け
て
も
い
る
が
、
よ
り
注

目
さ
れ
る
の
は
、

　
姦
、
与
天
地
倶
生
、
自
然
之
気
也
。
人
主
以
政
禦
人
、
政
寛
則
姦
易
禁
、

　
政
急
襲
姦
如
露
。
　
（
「
文
苑
英
華
」
）

と
、
「
姦
」
u
人
問
の
反
秩
序
的
行
為
を
も
、
人
間
を
形
づ
く
る
「
自

然
之
気
」
に
属
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
政
寛
」
を
要
請
す
る

論
法
を
引
き
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
「
使
人
主
養
民
如
蚕
母
之

養
蚕
」
（
　
　
　
　
　
　
ら
「
太
平
御
覧
」
8
2
）
、
　
「
威
行
法
明
、
漏
番
舟
賢
妻
、
法
之
不
明
、

瑚
数
於
細
櫛
、
細
櫛
高
趣
懸
生
心
」
　
（
岡
、
限
）
と
も
説
く
楊
泉
に
は
、

苛
政
を
批
判
す
る
愛
惜
論
的
観
点
（
原
始
儒
教
的
な
）
が
見
ら
れ
る
が
、

「
気
」
の
論
理
が
こ
の
観
点
に
連
結
さ
れ
、
そ
れ
の
根
拠
と
さ
れ
て

い
る
事
実
は
、
玉
響
の
よ
う
な
、
　
「
気
」
の
思
想
に
お
け
る
彼
の
先

行
者
に
比
較
し
て
の
、
彼
の
特
色
を
な
す
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
楊
泉
の
思
想
に
お
け
る
重
要
な
問
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
さ
ら
に
、

彼
に
お
け
る
技
術
へ
の
関
心
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
物
理
論
」

に
は
、

　
　
⑬

　
稼
借
種
也
、
穗
猶
収
也
、
古
今
之
言
云
爾
。
夫
稼
、
農
之
本
、
穣
、
農
之
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末
、
農
、
本
戦
野
末
重
、
前
緩
食
後
急
、
…
…
褥
欲
熟
、
収
欲
速
、
俗
言

　
農
之
務
。
（
「
太
平
御
覧
偏
2
3
・
2
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
◎
　
　
　
O
Q

の
よ
う
な
農
耕
に
着
目
し
た
発
言
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
夫
蜘
蛛
之
羅
、
蜂
適
作
巣
、
其
巧
妙
夷
、
無
冠
訴
人
乎
。
故
工
匠
之
方
規

　
円
矩
、
．
出
乎
心
落
、
成
於
手
　
、
塁
審
敏
精
密
、
敦
能
著
勲
成
形
、
以
周

　
器
用
哉
。
（
「
太
平
御
覧
」
魏
）

　
夫
工
匠
経
渉
河
海
、
為
駒
艘
、
以
浮
大
淵
、
底
流
於
巧
手
、
出
乎
聖
意
。

　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
（
「
北
堂
書
妙
」
1
3
．
「
芸
文
類
聚
」
7
1
．
「
太
平
御
覧
」
7
7
）

の
よ
う
な
手
工
業
技
術
に
関
す
る
発
言
が
見
出
だ
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

「
織
機
賦
」
で
も
、
織
機
の
精
巧
さ
が
「
伊
百
工
之
為
伎
、
莫
機
巧

之
最
長
」
、
「
名
匠
駝
工
、
美
禰
利
器
、
心
暢
体
通
、
將
合
理
説
、
規

矩
冷
媒
、
因
著
作
容
」
と
叙
述
さ
れ
、
織
女
の
労
働
過
程
が
「
足
閑

躇
賑
、
手
習
艦
匡
、
節
奏
相
応
、
五
詰
番
揚
」
、
「
事
物
之
宜
、
荒
天

之
常
、
張
合
利
用
、
得
道
之
方
」
等
々
と
讃
美
的
に
描
写
さ
れ
て
い

る
（
「
芸
文
類
聚
」
6
5
）
。
ま
た
「
書
聖
」
に
は
、
養
蚕
の
過
程
の
記
述

が
あ
る
。
論
調
が
か
よ
う
に
農
業
・
手
工
業
披
術
の
立
詩
味
を
重
く
考

え
、
工
人
の
技
術
的
能
力
を
「
窓
敏
精
密
」
　
「
法
弊
之
常
、
得
道
之

方
」
と
た
た
え
、
特
に
、
　
「
…
…
方
規
円
矩
、
出
営
心
配
、
成
於
手

迩
」
　
「
皆
成
於
巧
手
、
出
乎
聖
意
」
と
、
「
手
」
（
技
術
）
を
も
っ
て

す
る
営
為
に
、
「
心
」
「
聖
意
」
（
精
神
）
に
よ
る
営
為
を
結
合
し
て
い

る
（
そ
れ
は
、
技
術
に
よ
る
生
産
実
践
の
過
程
の
な
か
に
、
人
間
の
主
体
的

意
識
の
は
た
ら
き
の
存
在
を
見
出
だ
す
発
想
と
い
え
る
）
事
実
は
、
彼
が

技
術
を
ば
、
人
間
精
神
の
活
動
様
式
の
ひ
と
つ
の
面
と
し
て
、
す
な

わ
ち
独
立
せ
る
価
値
と
し
て
、
と
ら
え
う
る
視
点
を
持
っ
て
い
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
儒
教
を
中
心
と
す
る
伝
統
的
世
界
観
で
は
、

技
術
は
お
お
む
ね
独
立
せ
る
価
値
と
し
て
は
認
め
ら
れ
ず
、
人
間
の

精
神
的
営
為
（
政
治
・
倫
理
の
ご
と
き
）
の
増
外
に
、
か
つ
そ
れ
よ
り

も
低
位
に
あ
る
も
の
（
い
わ
ゆ
る
「
力
を
労
す
る
」
小
人
に
属
す
る
も
の
）

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
対
比
す
る
と
き
、
揚
泉
の

技
術
観
の
特
筆
す
べ
き
先
進
的
位
置
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
か
よ
う
な
技
術
へ
の
関
心
が
楊
泉
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
現
在
で
は
そ
れ
を
知
る
た
め
の
充
分
な
資
料
的
手
が
か

り
が
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
彼
の
技
術
観
が
、
前
述
し
た
彼

の
消
費
観
と
、
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
推
察
に
か
た
く
な
い
。

総
じ
て
技
術
な
る
も
の
の
特
質
は
、
人
闘
の
主
体
的
意
識
が
、
生
産

を
目
的
と
し
て
、
客
体
と
し
て
の
自
然
（
客
体
と
し
て
の
人
間
を
含
め

た
）
に
は
た
ら
き
か
け
、
自
然
の
な
か
に
客
観
的
に
存
す
る
法
則
性

を
そ
の
生
産
実
践
に
適
用
し
て
ゆ
く
、
と
い
う
こ
と
に
あ
ろ
う
。
と
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揚泉の思想（内lli．1）

す
れ
ば
、
技
術
へ
の
関
心
は
、
主
体
と
し
て
の
人
間
の
精
神
が
生
産

実
践
の
な
か
で
機
能
す
る
こ
と
へ
の
関
心
（
言
泉
の
技
術
観
が
、
こ
の

機
能
を
見
出
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
説
い
た
）
を
前
提

し
、
ま
た
同
時
に
、
客
体
と
し
て
の
自
然
へ
の
関
心
、
い
い
か
え
れ

ば
自
然
の
客
観
的
把
握
、
を
前
提
す
る
、
と
い
え
る
は
ず
で
あ
る
。

隔
番
は
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
　
「
気
」
と
い
う
基
本
的
論
理
の
も
と

に
自
然
的
世
界
（
人
間
を
も
含
め
た
）
の
解
釈
の
体
系
を
提
示
し
た
の

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
自
然
を
客
体
化
し
て
考
え
よ
う

と
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
こ
と
、
右
の
後
者
の
意
味
で
の
技
術
へ

の
関
心
の
前
提
が
彼
の
な
か
に
形
づ
く
ら
れ
て
あ
っ
た
こ
と
、
を
意

味
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
付
言
し
て
お
く
と
一
1
揚
泉
に
お
い
て
、
寺
詣
的
世
界
を

形
成
す
る
と
考
え
ら
れ
た
「
気
」
は
、
　
「
気
勢
之
始
終
、
陰
陽
之
所

極
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
　
「
勢
」
n
運
動
力
を
有
す
る
と

さ
れ
、
か
つ
「
飛
騨
化
賢
将
流
」
　
（
「
工
臨
」
）
と
い
う
よ
う
に
流
動
的

な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
　
「
気
」
が
か
よ
う
に
運
動
力
を
持
ち
つ
つ

流
れ
う
ご
く
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
、
　
こ
の

「
気
篇
の
運
動
そ
の
も
の
の
な
か
に
、
一
定
の
方
向
性
の
存
在
を
み

と
量
る
考
え
か
た
も
生
じ
う
る
で
あ
ろ
う
。
楊
泉
杖
、
　
「
気
霜
而
昇
、

精
華
上
浮
、
宛
転
随
流
」
、
「
陰
体
下
著
」
、
「
磁
器
為
土
」
と
、
「
気
」

が
上
下
の
運
動
を
す
る
こ
と
を
い
い
、
　
「
巻
斗
陽
盛
陰
衰
、
…
…
葉

面
陰
欝
陽
衰
」
と
、
　
「
気
」
の
内
部
に
お
け
る
周
期
的
な
運
動
の
変

化
を
い
い
、
あ
る
い
は
、
　
「
天
気
左
転
、
星
辰
右
行
、
陰
陽
運
度
、

報
返
相
迎
」
　
（
「
太
元
経
」
）
と
、
天
上
の
「
気
」
と
星
辰
と
が
お
の
お

の
運
行
の
方
向
を
持
つ
こ
と
を
説
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
彼
に
あ

っ
て
、
「
気
」
（
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
自
然
）
の
運
動
に
、

あ
る
決
定
さ
れ
た
方
向
性
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
証

す
る
と
見
て
よ
い
。
　
（
「
二
十
八
宿
、
度
数
有
常
、
漫
言
櫨
星
」
ハ
「
太
平
御

覧
」
7
＞
、
　
「
二
五
一
次
、
謂
之
歳
星
、
則
十
二
歳
而
星
一
周
天
漢
」
〈
「
史
記
」

天
宮
書
索
隠
〉
の
よ
う
な
天
文
知
識
を
彼
が
回
し
て
い
る
こ
と
適
、
自
然
の
運

動
に
内
在
す
る
方
向
性
へ
の
彼
の
注
意
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
彼
に
お

い
て
考
え
ら
れ
た
自
然
の
運
動
は
、
皮
引
の
文
か
ら
明
瞭
な
よ
う
に
、
質
的

変
化
を
と
も
な
わ
な
い
等
質
的
な
運
動
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
あ
と
で
述
べ

る
こ
と
に
関
連
す
る
。
）
さ
て
か
よ
う
に
、
自
然
の
内
部
に
方
向
性
を

見
出
だ
す
と
す
れ
ば
、
こ
の
方
向
性
に
適
応
す
る
人
間
の
営
為
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

て
の
技
術
へ
の
着
掻
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
し
て
、
笹
蟹
の
技
術
へ
の
関
心
は
、
彼
の
自
然
解
釈
（
自
然

の
客
体
化
）
、
そ
し
て
「
気
」
の
観
念
か
ら
、
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
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こ
と
が
知
ら
れ
る
・
⑯
（
暴
の
運
動
の
方
方
と
い
う
腿
に
は
、
後
に

も
う
一
度
触
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
）

　
今
ま
で
に
論
じ
て
き
た
楊
泉
の
自
然
（
人
間
）
観
や
技
術
観
は
、

彼
の
思
想
に
お
け
る
、
い
わ
ば
先
進
性
・
優
秀
性
を
な
す
側
面
で
あ

っ
た
。
け
れ
ど
も
ま
た
、
こ
う
し
た
側
面
と
と
も
に
、
か
つ
そ
れ
と

不
可
分
に
結
合
し
な
が
ら
、
限
界
性
あ
る
い
は
弱
点
．
負
価
と
い
う

べ
き
側
面
も
存
在
す
る
。
そ
の
二
、
三
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
に
考
え
よ

、
つ
Q

　
楊
泉
は
前
記
の
よ
う
に
、
そ
の
、
優
然
的
世
界
へ
の
解
釈
の
な
か

で
、
渾
天
説
を
（
そ
れ
が
天
体
の
運
行
を
説
明
す
る
た
め
に
は
す
ぐ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
排
し
、
宣
夜
々
に
近
い
観
点
に
立
っ
て
お
り
、

か
つ
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

　
斗
極
、
天
産
中
也
。
言
天
者
、
必
擬
掛
人
、
故
自
門
以
下
、
人
之
陰
也
、

　
詫
言
以
北
、
天
之
陰
也
。
　
（
「
太
平
御
覧
」
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

1
一
極
（
天
の
北
極
）
が
天
の
中
心
で
あ
る
の
に
、
渾
天
説
で
は
極

が
天
頂
に
な
く
地
平
面
に
対
し
て
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
、

「
就
渾
天
之
説
、
門
歯
極
不
正
」
、
と
い
う
点
を
挙
げ
て
い
る
。
こ

・
つ
し
た
論
法
鯖
ら
か
に
、
斐
・
器
、
．
主
籠
で
あ
苞
」
と
を
ま
鰯

瞭
が
れ
な
い
。
ζ
」
ろ
で
、
楊
泉
が
か
婁
つ
に
論
じ
な
」
と
の
根
底
鮒

に
は
、
彼
の
自
然
観
の
基
本
的
論
理
と
し
て
の
「
気
」
に
対
す
る
、

い
わ
ば
調
和
論
的
な
捉
え
か
た
が
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

　
彼
に
お
け
る
「
気
」
は
、
万
物
を
形
成
す
る
要
素
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
単
一
な
る
も
の
（
い
わ
ゆ
る
コ
湿
気
」
）
、
万
物
を
生
滅
さ
せ
る
け

れ
ど
も
そ
れ
自
体
は
質
的
に
変
化
す
る
こ
と
な
く
、
等
質
の
運
動

（
前
記
の
よ
う
な
、
決
定
さ
れ
た
方
向
性
を
持
っ
た
）
を
な
す
も
の
、
と

し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
内
部
に
不
整
合
を

含
ま
な
い
も
の
、
－
調
和
・
均
整
あ
る
ひ
と
つ
の
原
理
、
と
さ
れ

て
い
た
こ
と
と
な
る
。
「
気
」
が
そ
う
捉
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
「
気
」

が
形
づ
く
る
自
然
的
世
界
の
万
物
も
ま
た
、
や
は
り
調
和
せ
る
も
の

と
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
（
「
蚕
賦
扁
に
「
意
訳
気
蒲
含
生
、
皆

纏
綿
禰
自
周
漏
と
い
う
の
は
、
こ
の
考
え
か
た
を
示
す
。
）
彼
は
さ
き
に
見

た
と
お
り
、
　
「
気
」
の
論
理
を
徹
底
さ
せ
、
　
「
天
し
を
も
含
め
た
万

物
を
「
気
し
の
表
現
形
態
と
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
思
考
は
合
理
主

義
的
・
唯
物
論
的
と
い
え
る
が
、
そ
の
こ
と
の
な
か
で
同
時
に
彼
は
、

「
気
」
に
お
け
る
調
和
性
を
「
天
」
に
あ
て
は
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
天
」
の
斗
極
は
「
正
し
く
」
（
す
な
わ
ち
調
和
．
均
整
あ
る
状
態
に
）



楊sit　OP思想（内11）

あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
故
に
渾
天
説
は
誤
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
論
法

が
、
こ
う
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
過
程
は
、
一
見
、

合
理
主
義
的
思
考
を
お
し
つ
め
る
所
か
ら
非
合
理
的
思
考
が
生
ず
る

と
い
う
様
網
を
署
し
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
過
程
に
つ
い
て
は
よ

、
り
詳
し
い
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
自
然
的
世
界
を
把
握
す
る
こ
ど
の
真
実
の
意
味
は
、
自
然
の
な
か

に
客
観
的
に
存
在
す
る
法
則
性
を
捕
捉
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

人
間
は
、
塵
然
の
諸
法
則
を
理
解
し
、
自
然
現
象
を
ば
、
原
因
と
結

果
と
の
遮
関
か
ら
成
る
法
則
的
な
る
も
の
と
し
て
認
識
し
う
る
と
き

に
は
じ
め
て
、
自
然
的
世
界
の
正
確
な
像
に
近
づ
く
こ
と
が
出
来
る
。

そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
、
自
然
的
世
界
に
お
け
る
調
和
や
対
立

（
自
然
の
内
薗
に
存
在
す
る
諸
法
則
に
も
と
づ
い
て
実
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
）

は
理
解
さ
れ
う
る
。
法
則
性
の
捕
捉
を
欠
い
た
思
考
に
と
っ
て
は
、
、

自
然
的
世
界
の
調
和
と
は
、
自
然
現
象
の
外
面
的
均
整
・
形
式
的
統

一
（
因
果
性
の
脈
絡
を
持
た
ぬ
）
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
1
楊
泉
は

前
述
の
と
お
り
、
当
然
の
運
動
の
な
か
に
、
あ
る
決
定
さ
れ
た
方
向

性
を
考
え
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
感
性
的
な
い
し
空
想
的
に
発
想
さ

れ
た
ま
ま
の
外
面
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
自
然
の
内
面
に
作
用
す
る

も
の
と
し
て
原
因
・
結
果
の
連
関
の
も
と
に
認
識
さ
れ
た
法
王
性
で

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
彼
が
、
　
「
気
」
か
ら
形
成
さ
れ
る
自
然
的
世

界
を
調
聯
せ
る
も
の
と
し
て
考
え
た
と
き
、
彼
に
お
け
る
調
和
と
は

や
は
り
外
面
的
な
そ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
自
然
現
象
の
外
面

的
均
整
、
　
「
斗
極
」
は
天
の
中
心
だ
か
ら
天
頂
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

と
い
っ
た
、
自
然
現
象
の
外
面
的
均
整
の
観
念
が
導
出
さ
れ
る
。
自

然
を
外
面
的
、
　
形
式
的
に
捉
え
る
（
法
母
性
の
認
識
を
欠
い
た
）
視
角

は
、
か
く
て
非
合
理
的
自
然
像
に
収
敏
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
合
理
主
義
的
、
唯
物
論
的
性
格
を
そ
な
え
た
「
気
」
の
論
理
が
、

非
合
理
的
思
考
を
生
ぜ
し
め
て
ゆ
く
理
由
を
右
の
よ
う
に
考
え
た
の

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
約
言
す
れ
ば
、
　
「
気
」
の
論
理
に
お
け
る
法

則
性
の
捕
捉
の
欠
如
、
自
然
へ
の
外
面
的
な
見
か
た
、
の
あ
ら
わ
れ

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
合
理
主
義
的
思
考
が
非
合
理
性
に
転
ず
る

の
は
、
実
は
か
よ
う
な
、
合
理
主
義
自
体
の
不
完
全
（
未
成
熟
）
性

に
起
因
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
「
気
」
の
論
理
の
不
塵
7
5
全
性
に
も
と
つ
く
非
合
理
的
思
考
は
、
楊

泉
の
思
想
に
お
け
る
他
の
面
に
も
姿
を
見
せ
て
い
る
。
「
順
風
賦
」
に

　
伊
善
悪
之
所
書
、
乃
禍
福
之
為
階
、
行
徳
安
而
保
身
、
忘
為
害
禰
自
危
。

　
…
…
夫
死
生
之
有
命
、
非
神
朔
急
所
規
、
故
積
善
之
家
、
豚
福
惟
昌
、
積

79　（79）



　
悪
之
門
、
必
有
春
映
、
愛
憐
趙
武
好
善
、
鰍
胤
以
長
、
三
豊
好
勝
、
等
身

　
　
⑱

　
以
亡
。
古
人
従
善
如
不
及
、
濃
艶
如
探
湯
、
恐
福
徳
而
髭
面
、
無
法
悪
之

　
易
嶺
。
　
（
「
芸
文
類
聚
」
2
3
）

と
述
べ
ら
れ
た
、
善
・
悪
の
行
為
に
対
し
て
福
・
禍
が
結
果
す
る
こ

と
を
肯
定
す
る
、
い
わ
ば
応
報
論
的
思
想
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼
に
よ

れ
ば
右
の
よ
う
に
、
人
問
の
死
生
に
は
「
命
」
が
あ
り
、
こ
の
h
命
」

は
、
人
間
の
行
為
の
善
・
悪
に
対
応
し
た
福
・
禍
の
生
起
を
含
む
、

そ
れ
故
に
人
閾
は
善
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
さ
れ
て
い
る
。
1

楊
泉
は
自
然
（
人
間
を
含
め
た
）
を
「
気
」
の
表
現
形
態
と
し
て
解
釈

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
に
お
け
る
人
間
の
「
命
」
と
は
、
超
自
然

（
超
人
間
）
的
皿
神
的
な
存
在
に
由
来
す
る
も
の
（
い
わ
ゆ
る
「
神
明

之
所
規
」
）
で
は
な
く
、
人
間
の
生
命
・
生
活
を
形
づ
く
る
「
気
」
の

運
動
そ
れ
自
体
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
に
お
け
る
応

報
論
は
、
　
こ
の
「
気
」
の
運
動
（
皿
「
命
」
）
の
な
か
に
、
善
・
悪

一
↓
福
・
禍
の
因
果
性
を
設
定
す
る
思
考
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
か
よ
う
な
思
考
が
成
立
し
た
基
底
に
は
、
や
は
り
、
前
述
し
た

「
気
」
の
論
理
の
性
格
が
あ
る
。
楊
泉
は
「
気
」
の
運
動
に
つ
い
て

一
定
の
方
向
性
を
考
え
、
そ
し
て
、
　
「
気
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る

自
然
的
世
界
を
調
和
せ
る
も
の
と
見
た
。
し
か
も
、
　
「
窮
し
に
つ
い

て
考
え
ら
れ
た
方
向
性
は
内
面
的
法
則
性
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
彼

に
お
け
る
自
然
の
調
和
は
、
外
面
的
均
整
・
形
式
的
統
一
と
な
っ
た
。

さ
て
か
か
る
外
面
的
、
形
式
的
調
和
観
が
、
（
「
気
」
の
運
動
に
よ
っ
て

形
づ
く
ら
れ
る
自
然
現
象
の
一
部
分
と
し
て
の
）
入
間
の
生
活
に
あ
て
は

め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
想
さ
れ
た
も
の
が
、
応
報
論
的
思
考
な

の
で
あ
る
。
人
間
の
「
命
」
は
「
気
」
の
表
現
形
態
の
ひ
と
つ
で
あ

る
か
ら
、
　
「
気
」
の
外
に
あ
る
超
自
然
的
存
在
に
よ
っ
て
は
規
定
さ

れ
な
い
。
し
か
し
「
気
」
は
方
向
性
を
も
っ
て
動
き
、
そ
の
運
動
に

よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
「
命
」
は
調
和
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
「
命
」
に
お
け
る
調
和
、
そ
れ
は
、
善
・
悪
に
応
じ
た
福
・
禍
の

生
起
（
を
通
し
て
の
、
人
間
の
行
為
に
対
す
る
正
嶺
な
応
報
の
完
成
）
と
い

う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
訟
、
1
こ
れ
が
、
楊
泉
の
思
考
が
応
報

論
に
導
か
れ
て
ゆ
く
回
路
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
彼
の
応
報
論
提

出
は
、
外
見
に
お
い
て
は
、
善
・
悪
一
↓
福
・
禍
と
い
う
因
果
性
の

形
式
を
と
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
は
、
　
「
趙

武
」
　
コ
ニ
郵
」
と
い
っ
た
任
意
の
歴
史
的
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ

る
証
明
（
？
）
で
あ
っ
て
、
か
よ
う
な
論
法
が
因
果
関
係
の
実
証
的

追
求
（
そ
れ
に
よ
る
法
国
性
の
捕
捉
）
か
ら
遠
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は

言
を
ま
た
ぬ
。
霞
然
（
人
間
）
的
現
象
の
内
面
に
は
た
ら
く
艶
麗
の

80　（80）



楊泉の思懇（内il［）

藷
識
の
不
在
の
上
に
、
こ
う
し
た
外
面
的
な
儒
因
果
性
、
そ
れ
に
よ

そ
お
わ
れ
た
「
命
」
の
外
学
的
調
和
、
が
観
念
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
応
報
論
的
思
考
は
漢
代
儒
教
に
も
あ
り
、
晋
宋
ご
ろ
の
仏
教
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
な
か
に
も
存
在
し
た
。
黒
帯
儒
教
に
お
け
る
そ
れ
は
、
人
間
の
行

為
に
応
じ
て
詩
想
を
も
た
ら
す
主
体
と
し
て
「
天
趣
を
設
定
し
て
お

り
、
他
方
仏
教
の
そ
れ
は
、
　
「
神
不
滅
」
論
を
前
提
し
て
い
た
。
楊

泉
は
前
述
の
と
お
り
、
臨
然
（
「
天
」
を
含
め
た
）
を
「
気
扁
か
ら
成

る
も
の
と
し
て
唯
物
論
的
に
解
釈
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
　
「
形
」

か
ら
離
れ
た
「
神
し
を
否
定
す
る
観
点
に
立
つ
か
ら
、
漢
代
儒
教
や

仏
教
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
神
秘
的
・
宗
教
的
性
格
か
ら
は
ま
ぬ
が
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
の
思
考
が
、
前
記
の

ご
と
き
回
路
を
経
て
、
そ
れ
ら
神
秘
的
・
宗
教
的
性
格
を
も
つ
思
想

と
結
果
的
に
｝
致
す
る
非
合
理
的
観
念
に
は
ま
り
こ
ん
で
い
っ
た
こ

と
は
、
こ
れ
ま
た
、
彼
の
白
然
解
釈
の
合
理
主
義
性
の
不
完
全
さ
を

語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
よ
う
に
応
報
を
肯
定
す
る
点
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
て
は
、
彼
に
先
行
す
る
王
充
の
応
報
論
批
判
よ
り
も
、
彼
は
か
え

っ
て
後
退
し
て
し
ま
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
楊
泉
の
思
想
の
諸
側
面
を
論
じ
て
、
そ
の
先
進
性
・
優
秀
性
の
面

と
、
限
界
あ
る
い
は
弱
点
を
な
す
面
と
を
検
討
し
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
検
討
の
過
程
で
見
出
だ
さ
れ
た
よ
う
に
、
彼
の
思
想
の
諸

側
面
の
根
底
を
な
す
も
の
は
、
窃
然
約
世
界
へ
の
客
観
的
把
握
の
姿

勢
、
そ
し
て
そ
の
基
本
約
論
理
と
し
て
の
「
気
」
の
観
念
で
あ
っ
た
。

「
気
」
は
、
万
物
を
形
成
す
る
単
一
の
要
素
（
物
質
的
な
）
と
さ
れ
、

そ
の
運
動
は
一
定
の
方
向
性
を
有
す
る
、
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
彼

の
思
想
の
優
秀
性
を
な
す
諸
面
一
合
肥
主
義
的
自
然
（
人
闘
）
解

釈
や
、
そ
れ
に
結
び
つ
い
た
技
術
へ
の
関
心
1
は
こ
の
観
念
の
上

に
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
同
時
に
、
こ
の
「
気
」
の
運

動
の
と
ら
え
か
た
が
、
方
向
性
的
思
考
に
止
ま
っ
て
法
則
性
的
思
考

に
ま
で
高
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
故
に
自
然
的
世
界
が
外
面
的
調
和
と
し

て
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
彼
の
思
想
の
隈
界
性
の
面
一

自
然
（
人
間
）
観
に
お
け
る
非
合
理
性
1
を
生
み
出
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
優
秀
性
と
限
界
性
と
の
両
者
は
椙
互
媒
介
的

で
あ
る
（
多
く
の
思
想
家
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
）
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
合
理
主
義
的
・
唯
物
論
的
な
凝
然
的
世
界
の
像
に
対

し
て
、
渾
天
説
へ
の
反
紺
論
に
み
ら
れ
る
ご
と
き
非
合
理
的
自
然
観
、

肉
体
と
精
神
と
の
関
係
を
論
ず
る
と
き
の
人
間
観
に
お
け
る
倉
理
主
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義
性
に
対
し
て
、
応
報
論
的
思
考
の
非
合
理
性
、
と
い
う
よ
う
に
、

一
見
あ
い
反
す
る
ご
と
き
様
相
を
持
つ
彼
の
思
想
の
諸
側
面
は
、
実

は
い
ず
れ
も
、
右
の
基
本
的
観
念
が
、
思
考
紺
象
と
な
る
諸
問
題
と

結
幽
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
画
す
る
相
貌
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味

で
こ
れ
ら
諸
側
面
は
す
べ
て
、
揚
泉
と
い
う
思
想
主
体
に
と
っ
て
必

然
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
は
さ
り
な
が
ら
、
楊
泉
の
自

然
（
人
間
）
観
を
そ
の
合
理
主
義
的
性
格
の
故
に
評
価
す
る
ば
あ
い
、

非
合
理
性
の
面
が
負
価
と
し
て
割
引
き
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
、

客
観
的
に
い
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
　
（
彼
の
技
術
へ
の
関
心
に
し
て
も
、

「
気
」
の
運
動
の
方
向
性
の
視
角
か
ら
導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
法
則
性

の
捕
挑
が
欠
け
て
い
た
こ
と
が
、
負
価
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
技

術
の
特
質
に
は
、
自
然
の
な
か
に
客
観
的
に
存
在
す
る
法
則
性
を
生
産
実
践

に
適
用
す
る
、
と
い
う
面
が
あ
る
が
、
彼
が
技
術
に
よ
る
生
産
過
程
を
文
学

的
に
描
写
す
る
に
止
ま
り
、
そ
れ
を
科
学
的
に
分
析
す
る
に
至
っ
て
い
な
い

こ
と
、
そ
の
意
味
で
彼
の
技
術
へ
の
関
心
が
技
術
の
思
想
化
に
ま
で
高
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
は
、
　
こ
の
法
則
性
の
認
識
の
不
在
に
も
と
つ
く
と
考
え
て
よ

か
ろ
う
。
）

自
然
観
、
あ
る
い
は
自
然
的
世
界
像
を
思
想
史
の
考
察
対
象
と
す

る
ば
あ
い
、
中
心
的
課
題
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
は
、
膚
然
と
人
間
と

の
関
係
が
い
か
に
考
え
ら
れ
て
き
た
か
、
と
い
う
閉
題
で
あ
ろ
う
。

　
人
間
は
、
彼
ら
を
と
り
ま
く
霞
然
に
規
制
さ
れ
な
が
ら
、
同
時
に
、

自
然
に
志
し
て
は
た
ら
き
か
け
つ
づ
け
る
。
こ
の
、
自
然
に
規
制
さ

れ
ま
た
そ
れ
に
は
た
ら
き
か
け
る
柑
互
作
用
の
過
程
を
、
人
閥
は
、

社
会
を
形
づ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
続
す
る
。
相
互
作
用
の
も
っ
と

も
主
要
な
場
は
い
う
ま
で
も
な
く
生
産
の
た
め
の
労
働
で
あ
り
、
社

会
（
人
間
）
は
、
こ
の
相
互
作
用
の
過
程
の
変
化
の
な
か
で
、
1
基

本
的
に
は
生
産
様
式
の
進
歩
を
原
因
と
し
て
、
た
え
ず
変
動
し
発
展

し
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
人
閥
の
自
然
に
対
す
る
見
か
た
も

ま
た
発
展
し
て
ゆ
く
。
か
く
て
、
自
然
観
の
歴
史
は
国
会
そ
の
も
の

の
歴
史
を
原
露
と
し
、
そ
れ
と
対
応
し
つ
つ
発
展
す
る
こ
と
と
な
る

が
、
こ
の
自
然
観
の
歴
史
の
最
初
に
は
、
自
然
が
人
間
に
む
か
っ
て

「
ま
っ
た
く
よ
そ
よ
そ
し
い
、
全
能
の
、
か
つ
不
可
侵
な
力
と
し
て

た
ち
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
人
間
は
純
粋
に
動
物
的
に
ふ
る
ま

㊧う
」
段
階
、
人
間
の
独
自
性
の
認
識
が
存
在
せ
ず
、
人
間
が
盲
臼
的

に
欝
然
に
従
属
し
て
い
る
段
階
が
あ
る
。
自
然
観
の
発
展
と
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
素
朴
な
「
膚
然
宗
教
」
的
意
識
の
段
階
か
ら
、
自
然
と
人
間
と
の

関
係
の
合
理
的
、
分
析
的
把
握
へ
、
…
人
闘
は
そ
れ
白
体
客
観
的
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楊泉の燈、想　（内【勲）

な
自
然
的
世
界
の
一
部
分
で
あ
る
と
と
も
に
、
主
体
的
に
自
然
と
関

係
を
結
ぶ
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
へ
、
と
進
ん
で
ゆ
く
発
展
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
発
展
は
、
人
間
の
自
然
に
対
す
る
独
膚
性

の
意
識
の
確
立
、
す
な
わ
ち
人
間
の
主
体
化
と
、
自
然
（
人
間
慮
身

を
含
め
た
）
の
客
観
的
把
握
、
す
な
わ
ち
白
墨
の
客
体
化
と
、
を
人

聞
の
思
想
の
な
か
に
生
み
近
し
て
ゆ
く
。
し
た
が
っ
て
ま
た
こ
の
発

展
は
、
自
然
の
内
面
に
あ
る
客
観
的
法
則
性
の
追
求
を
促
が
し
な
が

ら
進
ん
で
ゆ
く
。
（
自
然
観
の
か
か
る
発
展
は
、
哲
学
や
社
会
思
想
に
お
け

る
膚
然
観
の
変
遷
と
い
っ
た
形
で
あ
ら
わ
れ
る
の
み
で
な
く
、
自
然
科
学
や

技
術
の
歴
史
の
な
か
に
も
蓑
現
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
自
然
科
学
や
国
財

が
人
間
の
自
然
観
を
変
革
し
、
か
つ
、
変
革
さ
れ
た
自
然
観
が
薪
し
い
自
然

科
学
や
技
術
を
創
出
し
て
ゆ
く
事
情
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
）

　
右
の
状
況
は
、
中
国
思
想
史
の
な
か
で
も
発
見
さ
れ
る
は
ず
で
あ

る
。
中
型
伝
統
社
会
の
歴
史
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
停
滞
〕
性
は
自

然
観
の
歴
史
に
も
あ
ら
わ
れ
、
た
と
え
ば
中
国
に
お
け
る
自
然
科
学

の
発
達
の
不
完
全
さ
と
い
っ
た
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
停
滞
が
固
定
で
は
な
く
、
中
園
社
会
の
歴
史
の
な
か
に
矛
盾

と
発
展
と
が
あ
る
以
上
、
自
然
と
人
間
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
思
想

的
発
展
も
ま
た
、
隠
微
な
形
で
こ
そ
あ
れ
、
た
ど
ら
れ
え
ね
ば
な
ら

ぬ
。
一
添
稿
で
と
り
あ
げ
た
楊
泉
の
思
想
が
注
臼
さ
れ
る
べ
き
理

由
は
、
と
り
わ
け
て
、
こ
の
麟
然
観
の
発
展
に
お
け
る
彼
の
位
置
に

あ
る
。
彼
の
思
想
は
、
臼
然
的
世
界
の
客
観
的
解
釈
の
体
系
を
提
出

し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
関
連
し
て
、
技
術
（
主
体
た
る
人
間
の
、
客
体
た

る
倉
然
に
対
す
る
は
た
ら
き
か
け
）
　
へ
の
関
心
を
表
明
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
翼
然
の
客
体
化
と
人
間
の
主
体
化
と
い
う
認
識
を
萌
芽
的
に

形
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
お
い
て
彼
は
、
軽
爆
と
人

間
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
合
理
主
義
的
思
想
の
発
展
の
な
か
で
の
、

プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ヴ
な
方
向
、
あ
る
い
は
先
駆
的
位
羅
を
示
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
前
述
し
た
、
法
期
性
的
思
考
の
欠
如
、
そ

れ
に
も
と
つ
く
非
合
理
前
側
爾
と
い
う
、
彼
の
思
想
が
荷
な
う
負
価

は
、
根
本
約
に
は
、
彼
の
時
代
に
お
け
る
生
麗
様
式
の
未
成
熟
性
を

原
因
と
す
る
漁
然
観
の
歴
史
的
隈
界
と
し
て
、
理
解
さ
れ
ね
ば
な
る

ま
い
。
白
田
観
の
歴
史
が
社
会
の
歴
史
と
対
応
す
る
以
上
、
前
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

後
者
を
は
る
か
に
跳
び
こ
え
る
こ
と
は
あ
り
え
ぬ
の
で
あ
る
。

　
思
想
史
的
脈
絡
か
ら
い
う
な
ら
、
楊
泉
の
か
よ
う
な
思
想
は
、
さ

き
に
触
れ
た
と
お
り
桓
誹
・
下
墨
や
張
衡
ら
漢
土
の
唯
物
主
義
的
思

想
家
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
一
方
、
宋
の
侮
承
天
や
斉
梁
の
苑
纈
、
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さ
ら
に
は
唐
の
柳
宗
元
・
劉
禺
錫
あ
た
り
に
つ
ら
な
っ
て
ゆ
く
地
点

に
立
っ
て
い
る
が
、
　
「
気
」
の
論
理
の
徹
底
性
や
披
術
へ
の
着
臼
と

い
っ
た
特
徴
に
お
い
て
、
彼
は
、
こ
の
唯
物
論
的
思
想
の
系
列
の
な

か
で
も
顕
著
な
個
性
を
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
面
、
ほ
ぼ

同
仁
代
の
王
権
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
道
家
系
の
唯
心
主
義
的
自
然

観
（
「
無
」
の
思
想
）
に
対
し
て
は
、
彼
の
思
想
は
い
う
ま
で
も
な
く

鋭
く
矛
盾
す
る
。
彼
自
身
、

　
夫
虚
尤
之
談
、
尚
其
華
藻
、
此
無
異
於
天
福
秋
蝉
、
駈
耳
而
己
。
（
「
太
平

　
　
　
　
　
　
　
　

　
御
覧
」
1
・
4
）

　
　
　
6
　
　
　
9

と
、
道
家
（
玄
学
）
の
「
虚
無
」
の
思
想
を
、
形
式
の
み
華
美
で
内

容
の
貧
し
い
も
の
と
し
て
批
判
し
て
い
る
し
、

　
夫
論
事
比
類
、
不
得
其
体
、
難
飾
以
華
辞
、
文
以
美
言
、
無
異
錦
繍
衣
掘

　
　
　
　
　
　
　
謝

　
株
、
管
弦
楽
土
梗
、
非
其
趨
也
。
（
　
　
ロ
ら
「
太
宰
御
覧
」
8
1
）

　
夫
解
小
而
燗
大
、
了
浅
而
伸
深
、
猶
以
牛
刀
割
難
、
長
生
刈
齋
。
（
門
太
夢
郷

　
覧
」
脚
）

の
語
も
、
お
そ
ら
く
は
同
じ
こ
と
を
意
味
す
る
。
楊
泉
の
か
よ
う
な

玄
学
批
判
は
、
彼
の
唯
物
論
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
当
然
で
あ
っ
た
が
、

さ
ら
に
、
彼
が
呉
々
で
あ
っ
て
、
魏
普
貴
族
階
贋
の
思
想
発
表
形
態

と
し
て
の
（
同
時
に
そ
の
思
想
内
容
を
規
定
す
る
環
境
と
し
て
の
）
玄
学
・

清
談
か
ら
疎
外
さ
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
作
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
i
よ
り
ひ
ろ
く
い
っ
て
、
齋
に
徴
さ
れ

た
が
就
か
ず
処
土
と
し
て
終
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
楊
泉
の
境
涯
は
、

彼
の
社
会
的
位
鷺
が
、
皇
帝
・
上
層
貴
族
か
ら
成
る
統
治
者
集
団
の

外
側
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
か
よ
う
な
権
力
の
外
に

あ
る
（
な
い
し
権
力
か
ら
阻
ま
れ
た
）
位
鷹
に
、
彼
の
合
理
主
義
的
・

唯
物
論
的
思
想
は
、
そ
の
主
要
な
力
源
を
持
つ
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

彼
の
時
代
の
、
権
力
と
密
着
し
た
貴
族
的
・
正
統
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
非
合
理
的
・
唯
心
論
的
性
格
か
ら
、
彼
を
自
由
に
し
た
も
の
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
彼
の
右
の
よ
う
な
権
力
外
的
紘
趾
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か

ら
。　

さ
て
以
上
に
論
じ
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
楊
泉
の
思
想
史
的

位
横
は
ほ
ぼ
明
瞭
に
さ
れ
た
と
お
も
う
。
簡
略
に
い
う
な
ら
ば
、
彼

の
思
想
は
、
そ
の
臼
然
解
釈
の
合
理
主
義
的
・
唯
物
論
的
性
格
に
お

い
て
、
中
園
思
想
史
に
お
け
る
晦
然
観
の
発
展
の
な
か
で
先
駆
的
な

座
漂
を
占
め
、
か
つ
ま
た
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
・
六
朝
か
ら
唐

へ
と
連
鎖
す
る
唯
物
論
的
思
想
の
系
列
の
、
ひ
と
つ
の
璽
要
な
環
を

な
す
の
で
あ
る
。
魏
普
思
想
史
の
研
究
は
、
お
お
む
ね
、
何
箇
・
王
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楊泉；の思想（内出）

弼
ら
玄
学
の
徒
や
玩
籍
・
欝
康
ら
竹
林
の
名
士
た
ち
を
中
心
に
置
く

の
を
常
と
す
る
が
、
楊
泉
の
よ
う
な
、
そ
れ
ら
の
蔭
に
か
く
れ
た
い

わ
ば
裏
側
の
思
想
家
も
ま
た
、
正
妾
な
と
り
扱
い
を
受
け
る
べ
き
充

分
な
資
格
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
彼
の
段
段
に
お
け
る
合
理
主
義
性

と
非
合
理
性
と
の
共
存
は
、
決
し
て
そ
の
賛
格
を
減
じ
は
し
な
い
。

ま
た
、
彼
の
思
想
が
そ
の
時
代
の
思
想
史
の
表
禰
で
有
力
で
な
か
っ

た
こ
と
は
、
こ
の
資
格
を
弱
め
る
の
で
な
し
に
、
彼
の
思
想
の
先
駆

的
位
相
の
徴
証
と
し
て
、
逆
に
そ
れ
を
強
め
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ハ
リ
　
　
　

　
①
侯
外
囲
ほ
か
門
中
国
思
想
通
史
駄
擁
壁
巻
（
P
4
～
4
）
は
楊
泉
を
と
り
あ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
」
　
　
　
9
0

　
　
て
い
る
が
、
搏
玄
と
彼
と
を
あ
わ
せ
「
傅
玄
蕪
楊
泉
的
学
派
性
扁
と
い
う
扱
い
か

　
　
た
を
し
て
い
る
こ
と
に
は
取
縄
が
あ
る
。
　
「
意
林
」
に
の
せ
ら
れ
た
楊
泉
の
「
物

　
　
理
諭
」
に
「
唇
面
扁
の
文
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
あ
と
に
引
く
厳
可
均
，
の
説
の

　
　
よ
う
に
、
揚
泉
の
し
わ
ざ
で
は
な
く
「
意
林
」
の
錯
乱
の
結
果
で
あ
り
、
し
た
が

　
　
っ
て
樽
・
楊
の
思
想
的
共
通
性
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
。
な
お
他
に
楊

　
　
泉
の
思
想
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
字
類
祖
「
魏
晋
的
自
然
霊
義
」
　
（
第
六

　
　
章
）
●
劉
大
木
…
「
魏
晋
思
想
論
」
（
第
三
章
）
が
あ
り
、
ま
た
「
中
図
歴
代
叛
学
文

　
　
選
」
両
漢
i
階
唐
馬
は
、
　
「
物
理
論
」
の
一
部
を
収
め
、
解
説
・
浩
を
付
し
て

　
　
い
る
。

　
②
　
「
中
国
歴
代
哲
学
文
選
」
暴
漢
i
附
唐
編
の
「
物
理
論
」
解
説
に
よ
れ
ば
、

　
　
宋
本
「
霜
林
」
に
は
、
厳
器
の
指
摘
し
た
錯
乱
ほ
な
い
と
い
う
。

　
③
　
な
お
「
元
気
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
原
隈
在
己
「
元
気
考
」
　
（
『
講
演
文
化
』

　
　
三
）
参
照
。

　
④
　
「
五
湖
賦
」
に
お
け
る
鉱
湖
の
描
写
に
「
…
…
乃
炎
地
之
玄
源
、
陰
陽
聞
所
繰
」

　
「
太
陰
之
所
慈
翫
　
「
睡
月
雨
漏
出
入
」
と
あ
る
叙
述
（
「
芸
文
類
聚
」
9
・
「
初
学

　
記
」
7
）
も
、
こ
の
考
え
か
た
に
関
連
す
る
。

⑤
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
津
田
左
右
吉
「
臼
田
の
神
道
漏
（
『
全
集
』
九
、
F
7
6

　
～
7
7
）
を
参
照
。

⑥
唐
長
戸
「
読
抱
朴
子
推
諭
南
北
学
風
的
異
同
」
（
『
魏
蟹
紹
北
朝
史
論
叢
』
衡

　
収
）
も
、
こ
の
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑦
　
渾
天
説
を
支
持
し
た
鷺
の
葛
洪
や
朱
の
何
承
天
に
も
、
類
似
の
灰
論
が
あ
る
。

　
（
「
晋
聾
」
・
「
宋
書
」
・
「
階
潜
」
各
天
文
忠
）

⑧
渾
天
・
蓋
天
・
宣
夜
の
各
説
に
つ
い
て
は
、
能
園
忠
亮
「
漢
代
論
天
致
」
（
糀
東

　
洋
天
文
学
史
論
叢
』
所
収
）
・
藪
内
清
「
支
那
の
災
文
学
」
を
参
照
。
ち
な
み
に
、

　
「
宣
夜
」
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
「
湧
書
」
舜
典
蕉
義
に
引
く
旗
喜
の
説
に
「
宣
、

　
明
也
、
夜
、
幽
也
、
幽
明
之
数
、
其
術
兼
之
、
故
口
宜
夜
」
と
あ
る
。

⑨
　
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
「
閥
縄
掛
災
」
と
、
吏
北
∴
果
奮
・
繭
南
∵
繭
北
の
「
四

　
誰
之
風
」
。

⑯
　
流
充
は
、
人
悶
を
も
「
気
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
と
見
、
人
閲
の
寿
天

　
や
廻
田
賎
貧
富
一
い
わ
ゆ
る
「
命
」
は
「
気
」
の
稟
受
の
し
か
た
に
よ
っ
て
決
定

　
さ
れ
る
と
し
た
。
こ
れ
が
、
し
ば
し
ば
彼
の
思
想
の
否
篤
酌
側
面
と
し
て
指
摘
さ

　
れ
る
命
定
論
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
貴
賎
貧
富
の
命
（
彼
の
い
う
「
禄
命
」
）

　
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
引
い
た
よ
う
に
、
そ
の
原
…
四
を
「
天
」
の
「
気
」
の
な
か

　
に
含
ま
れ
る
「
衆
星
」
の
門
糖
」
に
帰
し
た
。
彼
が
こ
う
考
え
た
の
は
、
人
闘
の

　
貴
賎
貧
富
の
多
様
性
を
、
　
「
衆
星
」
の
「
尊
埠
大
小
」
の
差
異
の
結
梁
と
し
て
説

　
明
づ
け
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
、
「
所
稟
之
気
、
得
衆
星

　
之
精
、
衆
星
雀
天
、
天
命
其
象
、
得
富
貴
象
則
富
貴
、
得
貧
賎
象
矧
貧
賎
」
（
「
論

　
衡
」
命
義
）
の
よ
う
に
、
天
象
と
「
命
」
と
の
問
に
困
果
関
係
を
設
定
す
る
非
舎

　
理
的
視
点
を
と
る
ハ
メ
に
な
っ
た
。
か
か
る
視
点
は
、
　
「
気
」
が
「
天
」
か
ら
流

　
出
す
る
と
い
う
観
念
に
離
因
す
る
。
王
充
に
お
け
る
「
天
」
は
、
欝
然
的
・
物
質

　
酌
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
漢
代
儒
教
に
お
け
る
そ
れ
の
ご
と
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き
黙
秘
挫
か
ら
は
脱
却
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な
お
右
の
よ
う
な
形
で
、
非
合
理

　
的
黒
眼
を
生
む
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
識
。
拙
稿
門
漢

　
代
思
五
心
史
に
お
け
る
異
端
的
な
る
も
の
O
」
（
飛
由
口
火
学
文
学
会
誌
魅
一
七

　
一
）
に
述
べ
た
王
充
に
つ
い
て
の
私
見
に
、
こ
の
こ
と
を
補
足
し
て
お
く
。

蜘
　
な
お
「
戒
心
林
」
巻
蹴
に
の
せ
ら
れ
た
門
傅
子
」
に
、
　
「
智
慧
多
則
引
血
気
、
妬

　
燈
火
之
於
中
瀬
、
嬬
大
聞
明
、
明
則
無
漏
、
燵
小
面
暗
、
暗
糊
膏
息
、
息
期
能
長

　
久
也
」
と
あ
り
、
前
緒
の
厳
輪
帯
の
説
に
よ
れ
ば
「
物
曲
論
」
の
罵
即
で
あ
る
こ

　
と
に
な
る
が
、
生
命
を
燈
火
1
7
匹
た
と
え
て
い
る
点
で
本
文
に
挙
げ
た
条
と
共
通
す

　
る
Q

⑫
｝
疾
外
鷹
ほ
か
前
掲
黛
口
窄
一
二
巻
F
3
0
～
　
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

麹
　

「
中
図
歴
代
耕
越
チ
文
選
」
両
漢
　
　
陪
療
凱
漏
に
、
　
「
借
」
を
「
猶
」
の
誤
ま
り

　
と
す
る
の
が
…
紙
し
い
で
あ
ろ
う
。

⑭
　

「
寒
林
」
巻
五
に
の
せ
る
「
傅
チ
」
に
は
、
　
「
蜘
蛛
作
羅
、
蜂
陰
暦
窺
、
其
巧

　
亦
卸
量
、
況
復
欝
乎
扁
に
作
る
。

⑮
　
熱
泉
は
医
術
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
も
、
　
「
名
医

　
違
脈
者
、
求
之
旗
日
∴
流
撮
之
㈹
、
則
得
之
突
。
度
節
気
藺
候
温
冷
、
参
照
理
而

　
倉
軽
重
、
二
面
眉
皆
根
応
、
此
可
謂
名
医
」
　
（
「
初
学
記
」
2
0
）
の
ご
と
き
、
生

　
理
・
気
候
の
動
き
に
趨
催
し
て
医
療
を
行
な
う
、
と
い
う
考
え
か
た
が
見
ら
れ
る
。

⑮
　
な
お
、
技
術
の
思
想
的
な
と
り
扱
い
か
た
に
つ
い
て
は
、
一
凸
起
博
膏
「
技
術
の

　
哲
学
」
　
（
腸
波
全
話
）
を
参
照
。

⑰
揚
泉
は
「
北
極
、
天
之
中
、
陽
気
之
北
極
也
」
（
「
史
学
」
天
芝
腰
索
隠
）
と
も

　
い
う
。

⑱
　
晋
の
趙
武
と
郷
歪
．
郷
鋳
・
郷
墜
、
　
「
左
伝
」
・
門
史
記
扁
　
（
晋
・
遡
世
家
）
参

　
照
。

⑲
　
矯
稿
「
漢
代
の
応
報
思
想
」
　
（
濁
東
京
支
那
学
報
』
六
）
で
論
じ
た
。

⑳
慧
遠
「
明
報
応
諭
」
「
三
撮
論
」
（
門
弘
明
集
」
5
）
・
孫
舞
「
喩
道
論
」
（
罰

　
3
）
・
周
続
之
「
難
山
疑
論
」
（
「
広
弘
明
集
」
2
0
）
・
劉
螢
手
「
答
河
常
陽
書
」
（
同

　
2
0
）
・
宗
納
門
明
仏
堂
」
　
（
「
弘
明
．
集
」
2
）
・
顔
延
之
「
釈
逮
性
諭
扁
「
製
薬
侮
衡

　
陽
」
　
（
同
4
）
等
。
ま
た
慧
絞
の
門
高
僧
伝
」
巻
七
に
よ
れ
ば
、
宋
の
僧
含
は

　
「
神
不
滅
　
論
」
　
「
業
報
論
」
を
作
』
り
、
法
幸
心
は
「
顕
要
論
」
を
沖
者
わ
し
て
因
…
濃
を

　
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
。

⑳
　
「
論
衡
」
命
義
篇
で
王
充
は
、
そ
の
「
命
」
論
に
も
と
づ
い
て
、
「
識
力
操
行

　
勝
吉
再
思
、
縦
情
語
欲
而
凶
禍
鋼
」
と
い
う
「
随
倫
」
の
観
念
（
応
報
論
的
運
命

　
観
）
を
否
定
し
、
累
璽
∵
命
禄
・
緬
虚
・
碧
羅
の
諸
藩
で
も
罰
旨
の
こ
と
を
述
べ

　
て
い
る
。
な
お
前
掲
拙
稿
（
注
1
0
）
を
参
照
。

⑳
鋤
　
野
掴
身
自
轟
〇
一
。
。
”
U
一
〇
〇
〇
糞
湾
冨
蛍
8
一
£
一
ρ
蛍
㊦
葺
く
。
ユ
£
’
ご
⇒
ω
島
鈍

　
一
〇
①
9
幹
邸
メ
邦
訳
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
古
在
由
重
訳
、
岩
波
文
庫
版
、

　
鉢
3
8
。

⑳
｝
自
然
観
の
謄
史
的
考
露
脈
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
ボ
ル
ケ
ナ
ウ
『
封
建
的
世
界
像

　
か
ら
市
民
的
世
界
｛
隊
へ
』
　
（
水
田
洋
ほ
か
訳
、
み
す
ず
監
房
）
を
参
照
。

．
⑫
∂
・
王
弼
は
、
　
「
無
」
が
万
物
（
「
有
」
）
の
娯
源
で
あ
り
尊
体
で
あ
る
と
し
、
こ
の

　
諭
理
か
ら
｛
専
鋤
的
政
治
論
（
た
と
え
ば
「
老
子
扁
三
十
八
章
注
・
門
瑚
易
略
例
扁

　
明
象
）
を
も
捕
出
し
て
い
る
。
こ
の
思
想
が
唯
心
論
的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

　
も
な
い
。
さ
ら
に
、
黒
弼
は
門
無
」
の
あ
り
か
た
を
「
臼
然
」
と
も
規
定
し
て
い

　
る
が
、
彼
の
用
語
と
し
て
の
「
卓
然
一
は
臼
然
的
世
界
と
い
う
意
味
を
も
包
含
し

　
て
い
る
か
ら
、
彼
に
お
け
る
自
然
的
世
界
は
、
　
「
無
襯
が
「
有
」
．
を
生
む
と
い

　
う
彼
の
観
念
が
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
ゆ
く
場
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
愚
問
も

　
門
無
」
か
ら
上
ず
る
も
の
し
て
こ
の
現
象
に
含
ま
れ
る
。
か
よ
う
な
観
点
か
ら
は
、

　
臼
然
の
客
観
豹
・
合
理
的
把
握
、
人
間
の
主
体
性
の
認
識
は
な
さ
れ
が
た
い
。
こ

　
う
し
た
醐
に
も
、
王
弼
の
臼
然
観
の
唯
心
性
が
あ
り
、
楊
泉
の
思
想
が
そ
れ
に
対

　
立
す
る
理
由
が
あ
る
。
な
お
、
王
弼
や
、
彼
以
後
に
玄
学
を
展
開
さ
せ
た
向
秀
・

　
郭
｛
象
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
練
薬
言
　
　
無
君
論
の
異
端
性
　
　
」
（
冊
中
国
の
文

　
化
と
社
会
』
十
二
）
で
触
れ
た
。

鐙
　
　
「
土
梗
」
は
土
偶
、
　
「
荘
子
扁
田
子
曲
筆
釈
文
に
引
一
く
司
馬
彪
油
に
見
え
る
。
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⑳
　
当
時
の
支
配
階
級
内
に
お
け
る
呉
人
の
地
位
、
呉
人
が
玄
学
・
清
談
か
ら
排
除

　
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
に
つ
い
て
は
、
石
川
忠
久
「
陶
淵
明
論
－
幣
人
と
し
て
晃

　
た
る
陶
淵
明
i
」
　
（
『
中
躍
文
学
研
究
』
二
）
を
参
照
。
な
お
楊
泉
の
、
「
夫
五

　
経
則
四
海
也
、
低
記
瑚
四
爾
也
、
諸
子
則
灘
滑
也
」
（
「
北
堂
書
妙
」
9
5
・
「
太
単

御
覧
」
鵬
）
　
「
論
語
、
襲
人
之
至
教
、
珊
者
之
大
化
、
郷
党
篇
期
有
朝
廷
之
儀
・

　
聰
享
之
礼
、
発
日
篇
期
有
禅
代
」
之
事
」
　
（
「
意
林
」
）
の
ご
と
ぎ
、
儒
家
へ
の
支
持

を
…
ボ
す
…
小
葉
も
、
本
文
に
述
べ
た
彼
の
反
道
家
的
立
場
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
肉
垂
大
学
助
教
授
）

付
記
ー
ー
木
論
文
は
、
池
田
末
利
氏
を
代
表
者
と
す
る
総
合
研
究
（
四
十
一
年
度
）

　
　
　
　
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
を
含
む
。

：揚泉の思想（内山）
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　　The　so－called　Ryecleyuan　Settlement　was　nothing　but　the　urge　of　the

will　on　the　pare　of　the　JapaBese　government．　lt　was　alert　to　suppress

any　turmoils　that　were　againt　the　goverBinent　policy．　As　a　matter　of

fact　we　are　of　the　one　and　the　same　race　and　the　unification　of　the

people　is　beyond　quetion．　But　the　analysis　of　the　political　situation　a

century　ago　at　this　junctui’e　will　throw　some　light　on　the　proble！ns　in

the　future．

　　　　The　ldea　of　Yang－ch’dian楊泉

A　Milestorie　of　Rationalistic　View　of　Nature

　　　　　　　　by

Toshihiko　Uchiyama

　　Yang－ch’den揚泉in　Sα％勧〇三国and　C加％習per呈od　was　a　philosopher

who　developed　the　rationalistic　and　materialistic　view　of　nature　；　oR　the

basls　of　his　idea　that　the　origin　of　natural　wor1d　is“water”and　Ch’i気

drived　from　“　water　”　constitutes’　a！1　things，　he　offered　a　objective　inter－

pretation　of　natural　world．　ln　his　thought　natural　world　all　was　grasped

as　a　expressive　form　of　Ch’i　and　also　he　denied　the　existence　ef　spirit

seperated　from　body，　applying　this　view　of　nature　to　the　humaR　being，

and　again　he　had　a　keen　interest　in　technique　which　was　led　by　his

view　of　nature．

　　Yang－ch’rk’a．　n’s　ldea　has　some　weak　polnts　or　limit　；　it　is　in　his　irrational

呈dea’fo「instance’that　he　accused　Hun’t’ien　theory渾天説for　inconsis－

tence　of　Tou－chi斗極with　zenith　and　aMrmed　the　retribution　theory　of

fortqne　or　misfortune　as　a　result　of　human　deed　with　good　or　evil，

which　is　due　to　immaturity　in　tlie　ratioRal　character　of．　his　idea．　Yang－

ch’tian’s　thought　takes　a　pioneering　co－ordinate　iri　the　development　of

the　view　of　nature　in　the　ChiBese　history　．of　ideas，　and　constitutes　a

link　of　materialistic　idea　in　the　period　of　Han　ue　and　Liu－ch’ao　」？．fiLrs．

Deve1opment　of　the　Buddhist　Art　in　Gandhara

　　　　　by

Nakao　Kotani

It　is　an　important　problem， with　the　study　of　formation　of　MaliayaBist
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